
 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 

 
 
０１ 授業を核としたＳＤＧｓ教育の推進 

各教科等の指導内容にはＳＤＧｓ教育と関連した内容が

数多く含まれている。各教科の授業を通じて、ＳＤＧｓ教育

の推進を図ることが学校や児童に対しても非常に効果的で

あると考えた。 

特に総合的な学習の時間においては、第３学年【地域】「地いきの すてき発

見」、第４学年【福祉】「共に生きる～人にやさしいまちへ～」、第５学年【国際

理解】「こんにちは世界の友達」、第６学年【伝統・文化】「発見！MY 世界遺産」 

の単元を設定し、ＳＤＧｓ教育の推進を図っている。 

 

 

 

０２ 給食に関する様々な取組による啓発活動 
 

本校では、給食を残さないことも大切にしているが、食べ

きることが義務のようになってしまい、残した児童が責めら

れるようなことがあってはならない。児童が給食を美味しく

感じて、給食を食べることが楽しく、しかも生産者や調理を

してくれた方への感謝の気持ちをもって食べられることを大切にしている。 

そのための給食指導での具体的な取組としては、給食時間の給食委員会による

放送を毎日実施している。給食委員会の児童が給食のメニューについて、その料

理の由来や食材についての詳しい内容を紹介している。また、家庭に向けては

「給食だより」を配付し、家庭で児童と給食についての会話を啓発している。さ

らに、給食週間の実施やセレクト給食、給食コーナーの活用などの取組を行って

いる。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
 １ 学校教育目標 「心ゆたかに」「かしこく」「たくましく」 

 ２ めざす児童像 
   元気な心と体をもち何事にも 

進んで取り組むことができる児童の育成 
 ３ めざす児童像を実現するための３つのＧ 

Grit  「やり抜く力」で真の学力を育成する。 

   Growth  一人ひとりの成長を支え障害学び続ける力を育成する。 

      Global  国際社会で活躍できる人材を育成する。 

 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

大砂土東小学校 

 
■所在地：さいたま市見沼区大和田町２丁目９９８番地    ■電話：048-684-8003 

■FAX：048-684-8965 ■交通：東武アーバンパークライン大和田駅より徒歩１５分 
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０１ 児童の安全・安心な「よりよい学校生活」のために 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
０２ 児童と地域のよりよい生活のために 

 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
 １ 「なかよく助け合う子」「なんでもがんばる元気な子」 

「しっかり考えて学ぶ子」学校教育目標のもと、 

児童一人ひとりの可能性を伸ばす教育活動の推進 

２ 創立１５０年を超え、 

親子３代が関わる地域に根差した学校 

３ 合言葉は「えがお かがやく 七里っ子」 
 

■所在地：さ い た ま 市 見 沼 区 東 宮 下 3 1 2    ■電話：048-683-3513 

■FAX：048-683-8993     ■交通：東武アーバンパークライン七里駅徒歩 20 分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

七里小学校   

 

給食委員会では、「もりもりキャンペーン」をとおして残菜ゼロを目指す取組を行って

います。給食室の１日をビデオ放映したり、完食を目指す「元気もりもりの木」を作成

したりして、今ある食べ物を大切にできるよう指導しています。また、美化掲示委員会

では、校庭のごみ拾いや落ち葉拾いを常時活動として活動しています。PTA やおやじの

会と協力して年 2 回「クリーン活動」も行い、学校や地域の環境美化に取り組んでいま

す。 

 
児童会長、各委員会委員長を中心に会議を設定し、各委員会が協力して児童会を運

営していくようにしています。児童会運営にあたって、児童会テーマに沿った活動計

画は児童中心に考え、実行しています。児童全員が安心して充実した学校生活が送れ

るよう、児童会が作成する「いじめ撲滅スローガン」のもと、「いじめ撲滅の木」や

「あいさつ運動」に取り組むことも、その活動の一部です。 

また、全学年が揃った縦割りグループを構成し、異学年交流を行っています。どの

学年も楽しめる遊びを計画し活動することで、相手を理解し、助け合う心が育ってい

ます。 
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０１ 基礎・基本を身に付け、自ら学ぶ子どもを育成するために 

 本校では、「主体的・対話的で深い学び」の実現、自ら学
び、学びを生かせる児童の育成を目指し、本校の課題（さい
たま市学習状況調査の結果等をもとに本校の課題を分析）に
合わせて、「個に応じた指導」の充実に努めています。また、

ＧＩＧＡスクールを推進し、児童一人ひとりの学習の状況に合わせて１人１台のタブレッ
ト端末の効果的な活用を充実させ、「個別最適な学び」を実現することで基礎・基本の確
実な定着を目指します。「さいたま市『アクティブ・ラーニング』型授業」を進めること
で、自立した学習者の育成、学習の自己調整力の向上を目指します。さらに、職員研修を
計画的に実施し、振り返りや準備を行うなど、さらに研究を進めています。 

 

０２ 健康に対する意識を高め、よりよい生活を心がけるために 
本校では、毎月 1 回朝の時間を

使って、全学年一斉に保健指導を行

っています。養護教諭を中心に、毎

月の保健目標に関わる取り組みや

講話、ハンカチ・ティッシュ調べ等を行うことで児童の健康に

関する意識を高め、よりよい生活を心がける態度を育てています。また、外部講師を招

いての保健教室や健康・安全に関わる職員研修などの充実にも努めています。 

 

０３ 自然を守り、共存していく大切さを学ぶために 

 本校は、四季を感じる木々や水辺の生き

物が生息する観察池、各学年の育てる花や

実のなる学年園、校庭の芝生など、多くの

自然に囲まれております。そのため、生活

科や理科において、敷地内で草花や生き物の観察、木の実や落ち葉など

の採集をすることができます。PTA や地域の方々などの協力を得なが

ら、児童や職員が定期的に世話をしたり、管理したりすることで、自然

を守り、共存していくことの大切さを学ぶ機会につながっています。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
１ 「かしこく」「やさしく」「たくましく」の学校教育目標のもと、 

すべての児童が生き生きと学ぶ楽しい学校づくりを進めています。 
２ 開校５１周年を迎え、明るく活力に満ちた学校、互いに学び磨き 

合う学校、整備され安全な学校、地域に開かれた学校を目指しています。 
３ 自分の力で考える子、みんなと協力する子、心身ともに健康な子、人との関わりを大切

にする子の育成を目指しています。 
■所在地：さいたま市見沼区蓮沼１０７０   ■電話：048-684-3678 

■FAX：048-684-8964   ■交通：東武アーバンパークライン七里駅徒歩 10 分 

さいたま市教育委員会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 

さいたま市立 

蓮沼小学校 



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 
 
０１  環境教育の充実  

委員会活動、PTA 活動の継続的なリサイクル活動の取組 
 

 
 
 

本校では、資源リサイクルの活動に取り組んでいます。委員会活動では、チョボラ
委員会を中心に、ペットボトルキャップ回収に取り組んでいます。全校児童に呼びか
け、各学級に設置している回収箱のチェックを行っています。多くの児童が、家庭等
で集めたペットボトルキャップを積極的に持ってきています。 

美化委員会では、紙ごみの回収に取り組んでいます。紙専用のごみ箱を各学級に設
置し、余ったプリントや工作などで使った紙の切れ端などを他のごみと分別し、リサ
イクルごみとして出しています。 

PTA 活動では、月２回古紙回収を行っています。牛乳パックや段ボールを児童が持
ってきています。地域の方のご協力もいただき、毎回、たくさんの資源が集まってい
ます。 
今後も継続していくことで、資源の再利用の大切さや環境問題等について考える児童を
増やしていきたいと考えています。 
 
０２ 学びの向上大谷小プランの取組 

「学ぶ楽しさを味わい、自ら学びに向かう児童の育成」を目指す授業の推進 
 

    
 

 
本校では、昨年度から「学びの自律化と個別最適化そして探究化」についての研究に

ついて、研究推進委員会を中心に国語科・算数科の学習や特別支援教育についての研究
を進め、教材研究等に組織的に取り組んでいます。 

また、毎週金曜日の業前の時間に、「にょきにょきタイム」を設定しています。これ
は、国語科・算数科における基礎学力定着のための時間です。ＩＣＴ機器の活用や詩の
音読、新聞記事を使った読み取りなど、毎回、各学年で工夫しながら取り組んでいます。 

児童一人ひとりが主体的に学習の意取り組み、基礎学力の定着を目指していきます。 
 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
 学校教育目標 『生き生き きれいな学校』 

≪めざす児童像≫ 

「自ら学び、自ら活動する子」 「豊かな心をもつ子」 「最後までがんばる子」 

◎子どもたち一人ひとりが「通ってよかった、大谷小！」と思える学校づくりの推進 
 

■所在地： さいたま市見沼区大字大谷 18 番地  ■電話：048-685-8511 

■FAX：048-685-5137  ■交通：東武アーバンパークライン大和田駅から徒歩

３０分 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

大谷小学校 
 



 

 
 
 
 
 

 
  
 

 

 

 

 

 
 
 
 
０１「考える子」を育てるために、教員の授業力の向上と子どもの 

「真の学力」の育成をめざす 
本校では、望ましい学習習慣の形成と基礎学力の向上を図る 

学習指導を実践しています。学習規律や学習ルールを徹底させ、

学習への取組意識を向上させるとともに、全家庭へ「家庭学習のすすめ」を周知・啓発し、

学習の習慣化を図っています。「考える子」を育てるために、「主体的」「対話的」「深い学び」

な活動を取り入れた授業を展開し、全ての教科で体験的な学習や問題解決的な学習を充実

できるように、全教職員がＩＣＴ機器をはじめ教材や教具を有効に 

活用できるようにすること、少人数指導やＴＴにより、一人ひとり 

の児童の学習状況に応じたきめ細やかな指導を実践しています。 

また、引き続き、小中一貫した授業規律の確立と児童の発達段階 

に即した系統的な指導を行っています。 

０２ 開かれた学校づくりの推進 
本校では、文書配信アプリやウェブページ等をとおして保 

護者・地域に積極的な情報発信を行っております。また、地域

に根ざした教育を推進するために、地域の人材や周辺施設を活用した学習（１年昔遊び・２

年町たんけんなど）にも力を入れています。また、地域とともに学校を作ることを目的とし

た学校運営協議会では、地域の有識者の方を委員としてお迎えし、 

多面的・多角的にご意見を頂くことで、地域に根差した学校運営を 

行っております。その他、学校施設を地域に開放することや土曜・ 

放課後チャレンジスクールを実施しております。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
 本校は、知・徳・体・コミュニケーションの調和のとれた豊かな人間性と、広い視野をもち、

社会を生き抜く力を身につけた児童の育成を図るため、子ども、教員、保護者、地域社会等そ

れぞれの立場の共通の目標を教育目標として掲げている。 

 
やさしく 思いやりのある子 思いやる心 感動する心 協力する心 
かしこく 考える子     思考力  創造力  判断力  表現力 
元気よく 元気な子     心身の健康 実践力  体力 
 

■所在地：さいたま市見沼区島町 533-2    ■電話：048-685-0607 

■FAX：048-685-5187    ■交通：JR 宇都宮線 東大宮駅 東口徒歩 20 分 

さいたま市教育委員会は SDGｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

島小学校 

〈学校教育目標〉 



                
                 



 

 
 
 
 
 

 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
０１ すべての生き物を大切にする豊かな心を育む環境教育 
 

                    

 
番遠い場所らの登 
 
 本校には、自然を学び、親しむことのできるビオトープが整備され 
ています。昨年度、SDGｓアワードに向けて改めてビオトープの歴史 
や役割を学び直す取組を行いました。設置当時のことをよく知ってい 
らっしゃる方や当時の PTA 会長の方にも話を聞くことができ、ビオト 
ープには「親しむ」「知る」「続ける」のサイクルがあることや設置し 
た後に何度も整備され、大切にされてきている話を聞くことができました。児童会活動を中心にし
て今ある環境にかかわりながら、守り豊かにし、すべての生き物を思いやる心を育んでいます。 

０２ 世界すべての人の幸せを願って行動する心育む福祉教育 

               

                

 

 

児童委員会の一つである環境委員会の取り組みとして、ペット 

              ボトルキャップを回収しています。これは回収業者に資源として 

引き取られ、その時生じた金額の一部が、「世界の子どもにワク 

チンを 日本委員会」に寄付されます。その後当委員会はユニセ 

フと連携して世界のワクチン工場へ発注し、製造・空輸されて支 

援国に届けられます。どの学年の児童も、この取り組みに参加し 

環境委員会児童はペットボトルキャップの収集率があがるよう、 

様々な工夫を凝らしています。この取り組みが、児童の互いに助 

け合おうとする心を育む一端を担っています。 

スローガン  かしこく やさしく たくましく生き抜く子 笑顔と挨拶があふれる学校づくり 

 

めざす児童像 主体的に考える子        （知）かしこく 

思いやりや感動する心をもった子 （徳）やさしく    生涯学び続ける子 

       心身ともに健康な子       （体）たくましく   （生き抜く子） 

めざす学校像 学ぶ喜びのある学校     

       人との関わり合いを大切に、地域と共に歩む信頼された学校 

       安心・安全で美しい学校 

めざす教師像 確かな授業力をもち、個に応じた指導ができる教師 

豊かな人間性を備え、子どもに添った指導のできる教師 

       教育者としての使命感のある教師 

■所在地：さいたま市見沼区大字東新井７１０番地５    ■電話：048-686-2125 

■FAX：048-686-5350     ■交通：JR 大宮駅東口よりバスで南中野バス停下車５分 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

海老沼小学校 



 

 
 
 
 
 

 
  
目指す学校像 

  「元気いっぱい 笑顔いっぱい 感動いっぱい 春野っ子」 
  

１ 学ぶ楽しさや喜びを味わい、互いに磨き合うことができる学校 

 ２ 安全に配慮し美しく整えられた環境づくりがなされている学校 

 ３ 家庭・地域との連携を深め、地域と共に生きる学校 

 
 
０１環境保全に寄与する児童を育てる環境教育の充実 

本校は環境教育の取組を教育活動の柱の一つに位置付けています。本校の

目の前には多目的遊水地があり、ここには、一年を通して野鳥が飛来し、

絶滅危惧種のタコノアシの自生も確認されている自然豊かな場所です。本

校は、この立地条件を生かし、総合的な学習の時

間を中心に、地球に優しい主体的な行動がとれ

る児童の育成を目指しています。 

総合的な学習の時間では、多目的遊水地の生き物調査やごみ調査をもとに考え、議論し、

「ごみ０作戦」を実践、委員会の活動では、グリーンカーテンづくり、絶滅危惧種タコノア

シの栽培・繁殖、牛乳パックリサイクル事業への協力、学校単位として、ごみの分別、ＰＴ

Ａと連携した古紙等の資源回収事業への協力を行っています。 

 また、昨年度の取組を継続し森林資源（＝陸の豊かさ）の保護として配布文書のペーパーレス化を推進しています。 

０２「自助」・「共助」ができる児童を育てる防災教育の推進 
いつ発生するか分からない地震、火災等の自

然災害に対して、正しい判断をし、自分の命を

自分自身で守っていく力を児童に身に付けさ

せていくことも学校教育においては大切です。

本校では、「自ら安全な行動ができる」、「自らの命は自分で守

ることができる」児童の育成を目指しています。 

これまで第６学年での実施でしたが、より学習内容に則して実際の行動につなげるため第

４学年での実施とし、これまで学んだ知識に加えて、起震車体験を通しより防災への理解を深めています。安全指導で

は、地震や火災だけではなく、竜巻対応訓練、シェイクアウト訓練、防火シャッター作動・防火扉体験訓練等の多様な

訓練を実施しています。 

０３地域の特色を生かした「春野っ子米スマイル３０プロジェクト」 
創立 30 周年を契機に、地域の特色を生かして

児童自身が米作りを体験し、できあがった米を給

食としていただく「春野っ子米スマイル３０プロ

ジェクト」を実施しました。１度かぎりの取組にな

らないよう実施学年を第 5 学年のみとし活動内容

も精選することで持続可能な取組としています。 

＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞

■所在地：さいたま市見沼区春野１－１０－１ ■電話：048-685-3055 

■FAX：048-685-3488  ■交通：東大宮駅よりバスで「春野小学校」下車 徒歩２分 

 

さいたま市教育委員会では ＳＤＧｓ教育を推進しています。 

さいたま市立  

春野小学校 

 


